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ホ ス ピスで得 た こと

石 橋 真理子*・ 小 松 真樹子* 

LEARNINGATTHEHOSPICE
 

MarikoIshibashi,MakikoKomatsu


私達がアメ リカにホスピス研 修に行 くこ とにな ったの

は先輩か らの紹介に よるものだった、2人 とも2回 生で

専門科 目もほ とん ど習得 してお らず 、ア メリカに行って

も臨床的なこ とで学べ ることはほ とん どないのではない

か、とい う不安 もあったが 、自分の将来について考える

1つ の きっか けになることを期待 して アメリカ行 きを決

心 した,

ア メリカで はLifeCareCenter、NursingHomeな

どの諸施設を見学 し、 日本のそれ と比 較 してハ ー ド面、

ソフ ト面共に違いがあることに気付いた,ハ ー ド面では

医療施設 ・設備の規模の相違が挙げ られ、 これは日本の

ものと比べ ものにならない大きさであ った、 また内装 も

壁の色 を暖色系の ピンクに した り、暖かい感 じのする絵

画を廊 ドの両側にかけるな ど患 者に対す る細 かい気配 り

がなされていて、日本でよ くみかける様な医療施設独特

の冷た さ ・疎外感は感 じられなか った。

ソフ ト面では医療 システムの違 いが挙 げられる。今 日

のFi本 の医療は、医師中心の医療である。 しか し、アメ

リカでのホスピス医療は、医師の他、ナース ・ソーシャ

ルワーカー ・カウンセ ラー ・シスター ・ボランテ ィアな

どのいろいろな専 門職者によるチーム医療であった。 ま

たスタッフの勤務時間 にもか な りの余裕 がみ られ、日本

と比べて、家庭 と仕事の両立や個人の時間をもつこ とを

より可能にす る配慮が なされている と感 じた。

アメ リカに行 くまで は、 日本での看護職 の社会的地位

の低 さや、医療設備 ・制度に対 して不満 を抱いていたが、

日本 を外か らみ ることによって日本の医療 の良い面 を改

めて知 ることがで きた。その中の1つ が、全体的な医療

制度である。スタッフへの インタビューで、彼 らが抱 い

ている今 日のアメリカ医療 における最大の不満要素は保
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険制度であることが分か った。アメリカでは日本のよ う

な皆保 険制度が な く、経済上の問題 により保険の加入 に

不平等が生 じているの だとい う。 はや く皆保険制度が実

現 して誰 もが平等 な医療 をうけることのできる社会になっ

てほ しい、とい うのが彼 らの切 なる願いであ った。

今 回アメリカに行 った ことで、精神的に受けた影響 は

とて も大 きかった。その中で も特 に、ス タッフとのイン

タビューで印象 に残 った言葉があ る。 「ど う して男性 で

あるのに、看護 という職業 を選んだのですか。」 という

問いに、「110venursing.Nursingismylifework」

と胸 を張 って答 えて くれたナース。 日本では看護士の数
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も少な く、同 じ看護職の中で も特別視 されが ちだが、彼

の この言葉で 「看護は平等 な職業 だ。」と改めて気付 か さ

れた。もう1つ 印象 に残 った言葉が 「Nurseisaservant

ofpatients.」 で、これ は私達 の看護に対す る姿勢 を内

省 させ る ものだった。 こうしたスタ ッフ との 出会 いで、

看護 とい う職業 を純粋 に愛することの素晴 らしさを知 り、

看護 とい う職業に誇 りをもつことができるようになった。

これか らも、今回のホス ピス研修での経験 をもとに、自

らの 目指す看護の道 においてが んばってい こうと思 って

い る。
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